





















の倫理を問う。こうした倫理の問題のみならず、 記憶が 「ありのままの」事実を伝えるものでもなく、 と忘却は選択されることなどをめぐって、方法論について自問自答を繰り返しながら困難な作業を進めるブターリア 姿に、読者の多くは共感を抱くであろう。
彼女のフェミニズムは、従来の分離独立研究が軽視して
きた幾つかの事象をあぶりだした。その一つが、もっぱら家族やコミュニティのあいだだけ 語り継がれてきた女ちの「殉教」の実態である。イスラム教徒の暴徒に囲まれた際に、親族男性によって殺された 、集団で井戸に飛び込んで自殺したりしたシク教徒 女性たち。レイプや強制改宗から逃れた女性 ちは、男性親族による「暴力」 犠牲者なのではなく シク教の名誉を守った「殉教者 として読み替えられた。 「殉教」が強調されることは、生きることを願ったかもしれない の意思 存在を否定し 拉致され生き延びた女性の存在を忘却させる。
また、分離独立直後から開始された、インド・パキスタ
ン両国家による、拉致された女性たちの交換政策に、ブターリアはフェミニストの立場 批判的な考察を加える。行方不明となった女性や子供の捜索を求める人々 訴えを個々人の訴えを超えて国家の名誉・男ら さを賭け、女自身の意思を無視して奪還する政策へと移行させ ジェン
ダー言説を、ブターリアは明らかにする。
著者は最終章で、人々が話したがらない、つまり、 「沈
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